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外
務
省
に
よ
る
海
外
の
親
日
派
増
加
作
戦
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
七
月
二
十
九
日
付
読
売
新
聞
四
面
に
、
「
外
務
省

海
外
の
親
日
派
増
加
作
戦

日
本
語
研
修
生
Ｏ
Ｂ
網
作

り
へ
」
と
の
見
出
し
で
、

「
外
務
省
は
、
日
本
で
日
本
語
研
修
を
受
け
た
各
国
の
外
交
官
や
公
務
員
に
対
し
、
日
本
の
最
新
情
報
を
伝
え
る
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
日
本
語
研
修
生
Ｏ
Ｂ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
海
外
の
『
親
日
派
』

を
増
や
し
て
い
く
考
え
だ
。

対
象
と
す
る
の
は
、
外
務
省
が
実
施
し
て
い
る
日
本
語
研
修
の
修
了
者
。
同
研
修
は
、
費
用
を
日
本
政
府
が
負
担
す
る
形

で
一
九
八
一
年
に
諸
外
国
の
外
交
官
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
九
七
年
か
ら
は
一
般
の
公
務
員
に
も
対
象
を
拡
大
。
毎

年
、
数
十
人
が
受
講
し
て
い
る
。

修
了
者
は
発
展
途
上
国
を
中
心
に
五
百
人
を
超
え
、
母
国
で
日
本
語
通
訳
や
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
受
け
入

れ
な
ど
対
日
関
係
の
業
務
で
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、
在
日
大
使
館
に
赴
任
し
て
い
る
人
も
い
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
研
修
終
了
後
に
日
本
側
か
ら
特
段
の
働
き
掛
け
も
接
触
も
し
て
お
ら
ず
、
修
了
者
全
員
の
連
絡
先

も
把
握
し
て
い
な
い
状
態
だ
。
同
省
は
『
日
本
を
知
る
貴
重
な
人
材
を
生
か
す
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
』
（
人
物
交
流

一



室
）
と
し
て
お
り
、
ま
ず
連
絡
先
の
確
認
か
ら
は
じ
め
、
今
後
は
『
同
窓
会
』
な
ど
の
開
催
も
検
討
し
て
い
る
。
」

と
の
記
事
（
以
下
、
「
読
売
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
外
務
省
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

親
日
派
の
定
義
如
何
。

三

親
日
派
の
増
加
が
日
本
外
交
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

四

「
読
売
記
事
」
に
あ
る
、
外
務
省
が
実
施
し
て
い
る
一
九
八
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
語
研
修
（
以
下
、
「
研
修
」
と
い

う
。
）
に
参
加
し
て
い
る
外
国
の
外
交
官
、
公
務
員
に
つ
き
、
そ
の
参
加
人
数
を
出
身
国
別
に
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

五

日
本
政
府
が
負
担
し
て
い
る
「
研
修
」
の
費
用
に
つ
き
、
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
研
修
」
が
、
こ
れ
ま
で
我
が
国
の
国
益
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

七

「
読
売
記
事
」
に
は
、
「
研
修
」
の
修
了
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
側
か
ら
特
段
の
働
き
掛
け
も
接
触
も
し
て
お
ら

ず
、
修
了
者
全
員
の
連
絡
先
も
把
握
し
て
い
な
い
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
右
は
事
実
か
。

八

七
が
事
実
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
「
読
売
記
事
」
に
は
、
外
務
省
人
物
交
流
室
の
「
日
本
を
知
る

貴
重
な
人
材
を
生
か
す
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
が
、
「
研
修
」
の
修
了
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま

二



で
日
本
側
か
ら
特
段
の
働
き
掛
け
も
接
触
も
し
て
お
ら
ず
、
修
了
者
全
員
の
連
絡
先
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
日
本

を
知
る
貴
重
な
人
材
を
生
か
す
こ
と
を
こ
れ
ま
で
外
務
省
が
十
分
に
考
え
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

右
質
問
す
る
。

三


